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O ﾘﾝｸﾞが 
嵌る溝 

 

ｲﾉﾝ ﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡ for UWL-S100 ZM80 
 
ｲﾉﾝ製品のお買い上げ有難う御座います｡  
ｲﾉﾝ ﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡ for UWL-S100 ZM80 は､弊社ﾜｲﾄﾞｺﾝﾊﾞｰｼﾞｮﾝﾚﾝｽﾞ UWL-S100 ZM80の前面に取り付けるだけで､水中

での UWL-S100 ZM80 単独使用時に比べて｢よりﾜｲﾄﾞな撮影｣､及び｢より近接した撮影｣を水中で実現可能とする､

UWL-S100 ZM80専用のｵﾌﾟｼｮﾝﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞです｡ 

当製品を単体で使用する事は出来ません｡別途､ﾜｲﾄﾞｺﾝﾊﾞｰｼﾞｮﾝﾚﾝｽﾞ UWL-S100 ZM80 をご用意下さい｡ また､UWL-S100 

ZM80 への着脱を､お客様ご自身にて気密を保った状態で行う必要がある本製品の性質上､実際に着脱作業やご使用を

始める前に､本使用説明書の内容を充分にご理解頂く事をお勧めします｡ 
 

製品の主な特徴 
● 弊社ﾜｲﾄﾞｺﾝﾊﾞｰｼﾞｮﾝﾚﾝｽﾞ UWL-S100 ZM80の前面に取り付けるだけで､水中に於いても､UWL-S100 ZM80 単体を陸上

で使用した場合に近い画角を確保可能なｾﾐﾌｨｯｼｭｱｲｺﾝﾊﾞｰﾀｰへの拡張が可能です｡ 
● 極めて広い画角(水中最大画角 149.8°)を確保すると同時に､最短撮影距離の大幅な短縮をも考慮した光学設

計によって､超ﾜｲﾄﾞﾏｸﾛ撮影 にも威力を発揮します｡ 
● UWL-S100 ZM80 専用設計とする事で､極めて軽量/ｺﾝﾊﾟｸﾄな構造を実現しています｡またﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞ部は､内面にﾏﾙ

ﾁｺｰﾃｨﾝｸﾞ(減反射ｺｰﾃｨﾝｸﾞ)と防汚ｺｰﾄを施してｺﾞｰｽﾄ/ﾌﾚｱを抑制し､耐久性を向上すると同時に､外面は「ﾊｰﾄﾞｺｰﾄ
処理」を施し､ﾚﾝｽﾞ面に傷が付き難い構造としています｡ 

 
対応ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄﾚﾝｽﾞ : ・ ｲﾉﾝ ﾜｲﾄﾞｺﾝﾊﾞｰｼﾞｮﾝﾚﾝｽﾞ UWL-S100 ZM80 
(2012年 12月現在)  
 
製品内訳 : ・ ﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡ S100本体 ① ×1 

・ ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ S100 ②  ×1 
・ ﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡ押え蓋 S100 ③ ×1 
・ O ﾘﾝｸﾞ黄(1本は予備) ④ ×2 
・ ﾎｰﾛｰﾈｼﾞ(1 ｹは予備) ⑤  ×5 
・ 六角ﾚﾝﾁ(対辺 1.5mm) ⑥  ×1 
・ ｲﾉﾝｸﾞﾘｽ ⑦   ×1 
・ 使用説明書 (本書)  ×1 

 

 

 

UWL-S100 ZM80 : ・ ﾚﾝｽﾞﾌﾟﾛﾃｸﾀｰを外した､右図矢印で指し示した O ﾘﾝｸﾞを嵌める溝､及び溝周辺にｷ

ｽﾞや異物の付着等がない事を確認して下さい。ｷｽﾞ等がある場合､UWL-S100 ZM80

とﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡとの防水を行う事が出来ませんので､有償での UWL-S100 ZM80

の金属製ﾚﾝｽﾞ筒交換を行う必要があります｡詳細は､ご購入頂いた販売店､若し

くは直接弊社までご相談下さい｡ 

・ 最も被写体側のﾚﾝｽﾞ面に重度のｼﾐ/ﾔｹ等が無い事を確認して下さい｡ﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆ

ｯﾄの取り付け自体は可能ですが､写り込み等､得られる画像に問題が生じる可能

性があります｡ UWL-S100 ZM80の修理をご希望の際には､有償でのﾚﾝｽﾞ交換とな

ります｡詳細は､ご購入頂いた販売店､若しくは直接弊社までご相談下さい｡ 

 

 

組立前の準備 : ・ ﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡ S100本体､ﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡ押え蓋 S100､及びﾄﾞｰﾑﾚﾝ

ｽﾞﾕﾆｯﾄⅡの取り付けを行う UWL-S100 ZM80 について､完全に乾燥し

ている事を確認して下さい｡ 取り付け時との露点の差により､使用

中に結露が生じる事を防ぐ為です｡ 

・ 必要に応じ､ﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡ､及びﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡの取り付けを行

う UWL-S100 ZM80のﾚﾝｽﾞ面の清掃を行って下さい｡ 

・ ﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡ本体について､右図矢印で指し示す､O ﾘﾝｸﾞが接触す

る面にｷｽﾞや異物の付着等がない事を確認して下さい｡ 

・ O ﾘﾝｸﾞ黄について､ｷｽﾞ/ひび割れや異物の付着等がない事を確認し

て下さい｡ 

 

組立方法 : ・ ﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡ本体へﾌﾟﾛﾃｸﾀｰを取り付けます 

右図の様に､ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰの突起部(被写体側に飛び出した､

湾曲した台形状の部分)を上に向け､ﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡ

本体へしっかり奥まで挿し込みます｡ 

 

 

の確認 

O ﾘﾝｸﾞが接触する面 

ﾄﾞー ﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡ S100本体 
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使用中のﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡ内面への結露発生を防ぐ為､UWL-S100 ZM80への取り付けを行う場合には必ず､1) ﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡ/UWL-S100 ZM80の双方が

完全に乾燥している事を確認した後､2)温度の低い､乾燥した室内にて作業を行って下さい｡ 

六角ﾚﾝﾁ(対辺 1.5mm)を用いてﾎｰﾛｰﾈｼﾞで対角線状に締め付け､一部だけが

締め付けられた状態を作らない様に注意しながら均等に締め付けて下さ

い｡ 不均一に締め付けたり､締め付け過ぎたりすると､ﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡ本

体､或いはﾌﾟﾛﾃｸﾀｰを破損する可能性が有ります｡ ご注意下さい｡ 

 

 

 

 

・ ﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡ本体を UWL-S100 ZM80 に取り付けます 

温度の低い乾燥した室内にて､以下作業を行います｡ 

 

先ず､ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰの突起部(被写体側に飛び出した､湾曲した台形状の部分)を

下に向けて置きます｡ 

 

 

 

ｲﾉﾝｸﾞﾘｽを指先に米粒大取り､指の先で広げてから､O ﾘﾝｸﾞ黄に薄く塗布

します｡その後､O ﾘﾝｸﾞが捩れない様に注意しつつ､UWL-S100 ZM80の O ﾘ

ﾝｸﾞが嵌る溝へｾｯﾄします｡ 

 

 

 

 

 

ｾｯﾄした O ﾘﾝｸﾞを脱落させない様､注意しながら､UWL-S100 ZM80を､ﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕ

ﾆｯﾄⅡ本体の中へ重ねる様にそっと置きます｡ 

 

 

 

 

 

 

ﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡ押え蓋をUWL-S100 ZM80へ通し､押え蓋を右回りに回して､締め付けます｡ﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡと

押え蓋の隙間が無くなるまで､しっかり締めて下さい｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用前検査 : ・ 組み立てたﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡ/UWL-S100 ZM80をご使用になる前には､組立が正しい手順で行われ､ﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆ

ｯﾄⅡと UWL-S100 ZM80との間が気密に保たれている事を確認する為､必ず､清浄な真水(30°以下)を満たし

た風呂等に､組み立てたﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡ/UWL-S100 ZM80を沈めて静置し､両者の間に浸水が無い事を確認し

て下さい｡ 
 

使用方法 : ・ ﾊｳｼﾞﾝｸﾞへの取り付けについて 

UWL-S100 ZM80単体使用時の取り付け法と同じです｡ 詳細は､UWL-S100 ZM80付属の使用説明書をご確認下

さい｡ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ前面のﾚﾝｽﾞとUWL-S100 ZM80の間に空気が入らぬ様､水中で取り付けを行う､或いは､水中で一

旦取外し､取り付け直す 事をお勧めします｡ 
 

・ ｶﾒﾗのｽﾞｰﾑ設定について 

ｶﾒﾗのｽﾞｰﾑ位置は UWL-S100 ZM80単体使用時と同様に､焦点距離 80mm(35mm ﾌｨﾙﾑ換算)にｽﾞｰﾑし､画面四隅の

ｹﾗﾚが無くなる所でｽﾞｰﾑを止め､撮影して下さい｡必要以上にｽﾞｰﾑすると､画角が狭くなり､ﾚﾝｽﾞ本来の性能

が得られません｡ 

 

(組立方法続き) 

隙間がなく
なるまで均
等に締める 
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・ ｶﾒﾗの絞り(F値)について 

UWL-S100 ZM80単体使用時と同様に､絞り(F値)を任意に調整できるｶﾒﾗの場合は､極力絞り､最小絞り付近(F

値の大きい数値側)で撮影して下さい｡絞り開放付近(F 値の小さい数値側)で撮影すると､良好な画質が得

られない場合があります｡最小絞り付近にｾｯﾄする事により､露出不足が生じる場合には､「ｶﾒﾗの ISO感度を

高感度側に設定する」､「ｼｬｯﾀｰｽﾋﾟｰﾄﾞを低速側にｼﾌﾄする」､「外部ｽﾄﾛﾎﾞを使う」等で､露出不足を補って

下さい｡ 
  

・ ｶﾒﾗのﾌｫｰｶｽ設定について 

基本的にｶﾒﾗのﾏｸﾛﾓｰﾄﾞを ON に設定しますが､ｶﾒﾗのﾌｫｰｶｽ範囲や絞り値によっては､遠方の被写体にﾋﾟﾝﾄが

合わない場合もあり､その際には､ｶﾒﾗのﾏｸﾛﾓｰﾄﾞを OFFにして､標準ﾓｰﾄﾞに設定する必要があります｡ｶﾒﾗのﾌ

ｫｰｶｽ(ﾋﾟﾝﾄ)位置と､実際の撮影距離(被写体とﾄﾞｰﾑ先端からの距離)との対応につきましては､巻末の各仕様

表をご確認下さい｡ 
 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽについて : ・ ご使用後は､必ずﾊｳｼﾞﾝｸﾞから取り外し､清浄な真水中(30℃以下)に数時間静置して塩分等を除いた後､ｴｱｶﾞ

ﾝ等で水滴を吹き飛ばし､ﾚﾝｽﾞ面に水滴が残っていない事を確認します｡ そのままの状態で､直射日光の当

たらない､風通しの良い場所に置き､乾燥させて下さい(完全乾燥には数日掛かる可能性があります)｡ 

・ 完全に乾燥させた後に､前述｢組立方法｣の項と逆の手順でﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡを UWL-S100 ZM80 から取り外し､

O ﾘﾝｸﾞ､O ﾘﾝｸﾞが嵌る溝､O ﾘﾝｸﾞが接触する面の清掃､を行って下さい｡ 

・ ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ後は､直射日光の当たらない､風通しの良い場所で保管して下さい｡樟脳やﾅﾌﾀﾘﾝ等の薬品雰囲気下

や､高湿度下､温度変化の激しい場所等での保管は､故障や浸水､ﾚﾝｽﾞ表面の変性やｶﾋﾞの発生等の原因とな

りますので､お止め下さい｡ 
 

使用上の注意 : ・  UWL-S100 ZM80 の後付けｵﾌﾟｼｮﾝという本製品の性質上､(上述の)使用ｽﾞｰﾑ位置を守ったとしても､UWL-S100 

ZM80 単体での使用時と比較して､特に周辺部における画質の劣化が生じる場合があります｡ｶﾒﾗの絞りをな

るべく絞り込む事で､画質を向上させる事が可能です｡ご了承頂くと共に､使用時にご考慮下さい｡ 

・ ご使用後､ﾚﾝｽﾞ面に水滴(海水/真水共に)を残したまま放置したり､濡れたﾚﾝｽﾞｶﾊﾞｰを取り付けたり等､しな

いで下さい｡ｼﾐ/ﾔｹ等の原因となる場合があります｡軽度のｼﾐ/ﾔｹは撮影に支障を来たしませんが､重度の場

合は問題となる可能性があり､修理をご希望の際には､有償でのﾚﾝｽﾞ交換となります｡ 

・ 本製品を分解しないで下さい｡故障や浸水の原因となります｡また､本製品を組み付けた UWL-S100 ZM80をﾊ

ｳｼﾞﾝｸﾞから取り外す際には､本製品を持たず､UWL-S100 ZM80のﾚﾝｽﾞ筒中央部分を持って回転させて下さい｡

ﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡに過度の力を加えた場合､UWL-S100 ZM80との防水部分や､UWL-S100 ZM80内のﾚﾝｽﾞを押えて

いる部分に緩みが生じ､浸水が起こる可能性があります｡ 

・ ﾎﾞｰﾄなどの激しい振動や大きな衝撃をﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡに与えないで下さい｡故障や浸水の原因となります｡ 

・ 不用意に直射日光の当たる場所に放置しないで下さい｡太陽光が集光され､火災の原因となる場合がありま

す｡また､ﾚﾝｽﾞを通して太陽を見ないで下さい｡眼に損傷を受ける可能性が有ります｡ 

・ 砂浜や船のﾃﾞｯｷ上など､強い直射日光の当たる場所や､炎天下の自動車内など､高温となる場所に放置しな

いで下さい｡故障や浸水の原因となります｡ 

・ ｶﾒﾗの内蔵ｽﾄﾛﾎﾞ光は基本的にｹﾗﾚます｡対応する外部ｽﾄﾛﾎﾞ(弊社 D-2000等)の使用をお勧めします｡ 

・ 本製品の被写体側ﾚﾝｽﾞは光学ﾌﾟﾗｽﾁｯｸを採用しております｡表面にはﾊｰﾄﾞｺｰﾄ塗装を施し､実用的に使用可能

な耐久性を有しておりますが､該表面に不意の衝撃や摩擦等が加わる事を防止する為､陸上での持ち運び時

(ﾚﾝｽﾞ表面が乾燥している場合)等には､ｵﾌﾟｼｮﾝのｶﾊﾞｰ等を装着しておく事をお勧め致します｡ 
 

ｵﾌﾟｼｮﾝについて : ・ ﾌﾛﾝﾄﾎﾟｰﾄｶﾊﾞｰφ100     \1,500- 

ｳｴｯﾄｽｰﾂと同じﾈｵﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ製の､水中使用が可能なﾚﾝｽﾞｶﾊﾞｰです｡ 

 

 

 

 

・   交換用 O ﾘﾝｸﾞ(ﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡ for UWL-S100 ZM80用)  \500- 

製品内訳画像中④の 1本です｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(使用方法続き) 
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有限会社 ｲﾉﾝ                 
 

〒247-0061                    
神奈川県鎌倉市台 2-18-9 

Tel.   0467-48-2174           
Fax.   0467-48-2178           

E-mail support@inon.co.jp     
URL    http://www.inon.co.jp/ 

 
2012年 12月 

 
[(1)]  性能､価格等､予告なしに変更する場合があります｡予めご了承下さい｡ 

[(2)]  ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰを含みます｡ 
[(3)] ｶﾒﾗのﾌｫｰｶｽ範囲/位置は､陸上値(＝水中目測距離)です｡ 水中実測距離は､表中の値×1.33となります｡ 
[(4)] 水中実測距離｡水中目測距離は､表中の値÷1.33となります｡ 

[ ※ ] 水中での実用上､問題とならないﾌﾞﾂ､ﾑﾗ等が陸上で確認可能な場合がありますが､製品仕様となります｡ご留意下さい｡ 
 

 

ｶﾒﾗのﾌｫｰｶｽ位置[(3)] 撮影距離(ﾚﾝｽﾞ先端から)[(4)]

280.5mm 0mm

800mm 22mm

1000mm 44.4mm

2000mm 320.8mm

2693.7mm ∞（無限遠）

 ｶﾒﾗのﾌｫｰｶｽ位置と
 実際の撮影距離(ﾚﾝｽﾞ先端から)との関係

 外径 [(2)]  φ97.8mm

 全長 ( 単体､ UWL-S100 ZM80装着時) [(2)]  39.4mm､ 81.5mm

 重量 (単体陸上､ UWL-S100 ZM80装着時水中) [(2)]  148g､ 約176g 

 実用耐水深  60m

 本体材質 / 表面処理  耐蝕ｱﾙﾐ合金､硬質黒ｱﾙﾏｲﾄ / PC / POM等

 硝材 / 表面処理  光学ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ / 内面(減反射)ﾏﾙﾁｺｰﾃｨﾝｸﾞ､防汚ｺｰﾄ

　　　　　　 　　　/ 外面ﾊｰﾄﾞｺｰﾄ塗装（※）

 ｲﾉﾝ ﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡ for  UWL-S100 ZM80 主要性能 [(1 )]
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